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農

村

集

圏

の

構

成

就

て

1

1
農
村
生
活
の
吐
曾
事
的
調
査
第
三
報
l
l

池

田

三長
仁~

長

日

~j，く

一
、
意
図
及
び
前
提

二
、
農
村
集
闘
の
構
成
上
の
合
理
性

一
一
一
、
相
隣
闘
の
型
態
・
分
布

問

、

統

計

的

考

設

五

、

契

約

・

結

論

て

意

固

反

び

前

提

爾
来
、
農
村
に
闘
す
る
諸
問
題
は
共
師
趨
ず
る
鹿
が
閥
家
的
重
要
問
題
の
放
に
之
が
封
策
・
検
討
は
各
方
面
よ
り
加
へ
ら
れ
共
普

鹿
に
故
大
の
努
力
が
傾
注
せ
ら
れ
て
居
る
。
に
も
拘
ら
や
共
封
症
的
放
旧
取
の
依
然
と
し
て
数
ふ
る
に
足
ら
ざ
る
の
欣
況
に
あ
り
な
が

ら
一
方
、
事
態
は
益
k

深
化
の
過
柏
村
を
一
注
に
辿
っ
て
居
る
。
何
故
か
。

民
村
集
閣
の
構
成
に
就
て

間
互i:



農
村
集
闘
の
構
成
に
就
て

問
ノ、

惟
ふ
に
、
従
来
山
円
以
村
問
題
に
釘
し
て
支
配
的
に
と
ら
れ
た
概
念
は
之
を
個
々
別
々
に
経
済
上
の
問
題
と
し
て
見
る
考
へ
で
あ
り
、

従
っ
て
共
限
り
に
於
て
夫
れ
に
封
す
る
山
民
主
乃
奈
良
村
政
策
は
共
哩
論
的
根
擦
を
首
然
且
つ
主
と
し
て
粧
情
墜
に
の
み
仰
が
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
然
る
に
今
日
の
農
村
問
題
は
し
か
く
単
純
な
る
姿
を
以
て
現
は
れ
た
時
代
を
師
に
通
過
し
凡
百
の
事
象
が
堆
杭
・
錯

雑
と
し
て
一
連
の
良
村
問
題
を
な
し
て
居
る
の
で
之
を
枇
合
的
存
在
の
意
義
の
下
に
綿
臨
的
に
把
掘
す
る
事
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
能

く
理
解
し
得
る
枇
合
胸
中
的
問
題
と
し
て
登
場
し
て
居
る
。
即
ち
「
資
本
主
義
の
殻
述
が
農
村
を
構
造
的
に
行
き
つ
ま
ら
せ
て
居
る
」
の

で
凡
ゆ
る
品
村
の
部
耐
に
凡
ゆ
る
問
題
が
一
つ
の
縮
瞳
と
し
て
荷
主
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
個
々
の
現
象
例
へ
ば
金
融
上
の
問
題

或
は
小
作
闘
係
の
問
題
と
い
ー
ふ
如
く
、
間
半
に
夫
れ
の
み
で
は
夫
れ
が
椴
令
絞
済
的
問
題
と
考
へ
ら
れ
棋
が
、
又
共
所
凶
乃
去
作
川
が

経
済
に
関
聯
す
る
問
題
で
あ
ら
う
が
夫
れ
は
個
々
の
現
象
と
い
ふ
立
場
に
於
て
の
問
題
、
即
ち
金
融
関
係
乃
五
小
作
闘
係
夫
れ
の
み

を
全
酷
か
ら
切
離
せ
る
結
果
の
概
念
的
友
所
産
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
少
く
共
今
日
の
農
村
川
題
の
形
成
は
之
等
を
一
つ
の
組
舵

と
し
て
見
る
事
に
於
て
共
正
し
き
存
在
の
像
を
迎
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
又
問
題
犬
自
身
も
「
倒
」
の
問
題
を
は
な
れ
て
複
雑
な
る

或
は
一
つ
の
集
回
一
事
象
乃
五
枇
合
事
象
と
し
て
の
型
態
を
と
っ
て
居
る
。
謂
ふ
底
は
例
へ
ば
小
作
問
題
は
単
に
小
作
料
額
の
問
題
に

非
守
し
て
、
北
ハ
枇
合
的
意
義
乃
至
そ
の
放
に
政
判
に
及
ぼ
す
作
刑
が
全
他
的
に
川
題
と
な
る
の
で
、
此
意
味
に
於
て
側
々
の
諸
現
象

の
関
聯
す
る
総
和
以
上
の
廊
一
迫
を
山
村
が
受
く
る
に
及
ん
で
、
農
村
の
枇
合
的
秩
序
乃
至
枇
命
的
均
衡
に
平
衡
を
失
し
、
従
来
個
々

の
問
題
と
し
て
は
経
済
的
に
解
決
す
べ
き
問
題
が
何
等
か
の
枇
合
的
問
題
乃
五
は
構
地
上
の
問
題
と
し
て
由
理
さ
る
べ
き
姿
を
以
て

現
は
れ
た
の
で
あ
る
。
此
時
に
あ
た
っ
て
過
去
に
於
て
斯
か
る
段
村
の
枇
命
日
航
態
が
米
同
農
村
枇
合
墜
を
愛
生
・
殻
展
せ
し
む
る
母

胎
を
な
し
た
史
的
事
責
を
忠
ひ
合
は
す
べ
き
で
あ
る
。
斯
く
農
村
問
題
が
今
日
、
経
済
問
題
の
域
を
院
し
所
謂
枇
食
感
的
立
場
を
必

要
と
す
る
問
題
と
し
て
出
現
し
た
る
以
上
、
之
が
説
明
も
針
策
も
従
来
の
如
く
舵
持
事
の
理
論
に
の
み
共
解
決
を
委
ね
得
ざ
る
は
常

然
で
る
り
、
此
底
に
農
業
杭
消
墜
の
理
論
と
北
ハ
に
農
村
吐
命
感
の
感
想
よ
り
之
が
検
討
を
試
み
、
共
正
し
き
存
在
の
像
と
動
向
乞
見

究
む
べ
き
所
以
を
生
や
る
。

拙稿: 農業政策の基調に就てぐ農業と経済・第一容第五披〉

高阿保!J~・ー農村視の二主主(農業と経済・第二谷第七競〉
w. H. W ilson :ーTheEvolution of the Country Community， H)] 2， pp. 1-47 
拙稿・ー農村iJU:令泉に於ける基礎的諮向題に就て〈法怒合論叢・第三科〉
P. Vogt :-Introduction to Rural Sociology， 1924， PP. 2-4 
N. L. Sims:-Elements of Rural Sociology， 1928， PP. 8-13 
J. M. Gi1lette:-Rllral Sociology， 1922， PP. 4--5 
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私
は
如
上
の
見
地
か
ら
農
村
に
於
け
る
の
同
面
の
問
題
と
し
て
重
要
な
る
諸
集
国
の
組
織
主
と
し
て
共
構
成
に
闘
す
る
こ
、
三
の
問

、.、.

題
を
姑
く
述
べ
る
。
私
の
本
論
に
於
て
果
た
さ
ん
と
す
る
意
闘
は
此
貼
に
あ
る
。

先
づ
前
提
と
し
て
私
は
此
際
一
切
の
経
済
準
的
立
場
を
考
察
の
封
象
か
ら
除
外
し
、
世
合
車
的
な
犬
れ
に
出
護
す
る
。
従
っ
て
集

国
外
的
事
象
は
勿
論
本
稿
の
闘
す
る
践
で
は
な
い
。
併
し
私
が
斯
か
る
立
場
に
立
つ
と
し
て
も
此
引
は
経
済
的
な
規
定
要
件
或
は
経

済
事
象
を
全
く
考
慮
に
入
れ
な
い
と
い
ふ
市
引
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
謂
ふ
底
は
封
象
を
倒
的
現
象
よ
り
集
閏
現
象
に
求
む
る

と
い
ふ
意
味
で

b
る
。
尚
ほ
此
底
に
農
村
に
於
け
る
諸
集
閤
と
は
農
村
に
共
存
在
を
依
存
し
、
農
民
に
共
構
成
の
基
礎
を
沿
く
農
村

協
同
惜
の
総
て
を
意
味
す
る
。
此
限
り
に
於
て
農
場
・
部
落
は
も
と
よ
り
民
合
・
産
業
組
合
共
他
一
切
の
農
民
国
慨
乃
至
結
枇
は
共

機
能
の
何
た
る
を
問
は
や
又
、
共
規
模
の
大
小
に
闘
す
る
底
な
く
之
を
総
て
此
底
に
一
括
し
て
農
村
に
於
け
る
禁
固
と
考
へ
る
。

附

記

本

論

に

mひ
た
る
統
計
委
料
は
総
て
今
恭
(
昭
和
十
年
白
二
月
廿
五
日
至
三
月
二
日
)
及
び
今
夏
(
白
八
月
九
日
至
八
月
十
六
日
)
の
二
回

に
わ
た
ヲ
て
親
し
く
自
分
が
食
地
調
査
に
あ
た
っ
た
北
海
道
帝
凶
大
準
農
撃
部
附
属
第
八
農
場
信
良
野
地
区
に
於
け
る
農
村
批
一
合
準
的
調
査
の
集

計
結
果
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
は
曾
て
「
農
村
生
活
ノ
一
此
合
率
的
調
査
第
一
報
第
二
報
」
比
題
し
て
後
表
せ
る
論
文
の
第
一
一
一
報
と
も
初
ひ
得
る
。

詳
細
に
わ
た
る
調
査
地
概
況
、
調
査
手
順
乃
至
方
式
に
就
て
は
前
拐
拙
稿
を
参
照
さ
れ
皮
ぃ
。

こ
、
農
村
集
圏
の
構
成
上
の
合
理
性

故
近
の
農
業
乃
至
農
村
政
策
上
に
現
は
れ
た
一
つ
の
著
し
い
傾
向
は
農
民
の
閤
間
的
統
制
乃
京
協
川
化
の
中
に
犬
れ
を
見
出
し
得

る
。
即
ち
個
々
の
農
民
を
政
策
問
単
位
と
す
る
富
市
水
の
農
政
思
想
史
上
支
配
的
で
あ
っ
た
観
念
を
放
棄
し
、
一
連
の
農
民
集
閤
或
は
共

協
同
酷
を
以
て
共
単
位
と
す
る
考
へ
方
で
、
此
立
場
に
於
て
協
同
組
合
(
産
業
組
合
)
を
主
酷
と
す
る
各
般
の
組
合
乃
五
園
開
は
岡

山
朱
の
強
力
な
る
支
援
の
下
に
夫
々
の
機
能
を
護
揮
せ
ん
と
し
て
居
る
。

、.、.、.、.、.

斯
か
る
農
村
協
同
盟
の
各
々
は
或
特
定
の
地
域
的
限
界
の
上
に
各
構
成
員
の
協
力
を
求
め
共
統
制
を
確
立
し
、
或
は
或
特
定
に
し

て
且
つ
共
通
の
行
動
の
聯
帯
の
上
に
共
同
を
結
び
、
共
機
能
hz
充
質
せ
ん
と
す
る
所
謂
駐
合
準
的
に
は
テ
ン
ニ

1
ス

凶

1
2色
E
E

農
村
集
閣
の
構
成
に
就
て

四
t二

拙稿:ー農村生活ノ j仕合率的調査 第一報・第二報(jJi上合掌徒・ ff1九谷第九競〉
1~Iほ之れは今手季五月、京都帝岡大型に於て開催のÍ!t'十回批令拳曾に報告せるもの
である。
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民
村
集
闘
の
権
成
に
就
て

l!g 
/九

ロ5
5
(呂
田

i

)
が
共
同
枇
舎
と
し
て
奉
げ
た
枇
合
概
念
に
一
致
す
る
。
即
ち
地
域
の
共
同
に
よ
り
て
成
立
す
る
地
縁
共
同

世
命
日
仏
日
目
。
巾
B
5
2
}
g
p
L
g
。
ュ

g
的
並
び
に
同
一
方
向
乃
至
一
意
味
に
於
け
る
共
同
作
則
と
し
て
の
精
一
仰
の
共
同
に
よ
り
て
成

立
す
る
精
榊
共
同
枇
合

L
U
C巾
g巾吉田市
E
P
山内田

c
a
a
g
的
な
る
を
共
本
質
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
の
み
な
ら
や
場
合
に
よ
っ
て

は
血
液
の
共
同
に
よ
っ
て
成
立
す
る
血
縁
共
同
一
世
合
色
白
の
由
自
岳

5
Z
P
仏
g
E
Z丹
市
間
的
な
る
傾
向
す
ら
認
め
得
る
如
き
も
の
も

あ
弘
。
今
之
年
三
者
を
テ
ン
ニ

l
ス
が
利
益
枇
命
日
仏
日
目
。
g
乙
]
田
口
宮
内
け
に
釣
立
す
る
枇
合
概
念
と
し
て
の
共
同
枇
九
四
戸

F
C巾自己
5
・

各
国
内
け
と
な
し
た
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
農
村
協
同
慌
の
各
々
は
四
論
的
に
は
正
に
此
共
川
枇
合
の
一
典
型
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。

又
一
般
に
村
落
の
集
国
閥
係
を
以
て
共
同
枇
合
的
な
り
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。

次
に
農
村
に
於
け
る
各
程
の
協
同
舶
の
構
成
に
就
て
些
か
考
へ
て
見
た
い
の
で
あ
る
が
、
前
以
て
所
前
テ
ン
エ

l
ス
の
北
大
川
枇
合

と
し
て
の
地
縁
枇
合
及
び
精
一
川
共
同
枇
舎
に
就
て
の
理
論
を
一
先
づ
考
察
し
所
論
の
前
提
と
す
お
。
テ
ン
ェ

1
ス
に
よ
れ
ば
地
縁
枇

合
の
特
性
は
村
落
に
於
け
る
共
同
生
前
に
於
て
H
M
も
良
く
見
ら
れ
る
躍
の
も
の
で
あ
り
、
此
底
に
於
て
は
住
居
の
近
接
及
び
人
々
の

生
活
閥
係
に
於
け
る
無
肢
の
交
正
的
接
問
中
干
の
結
県
と
し
て
相
互
に
極
め
て
a

端
緒
且
つ
緊
密
な
る
信
頼
的
認
知
を
来
た
す
専
に
於
て

見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
又
精
一
州
共
同
枇
舎
は
血
縁
吐
A
M
u
-

地
総
枇
舎
の
夫
れ
と
は
全
く
無
闘
係
に
一
致
共
通
の
理
想
乃
五
行
動
或

は
労
働
の
僚
件
・
結
果
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
、
多
く
職
業
の
類
似
及
び
近
似
は
此
程
の
結
合
閥
係
を
最
も
容
易
に
促
す
紐
帯
で

あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
斯
く
て
共
同
枇
舎
は
人
間
意
志
の
完
全
な
る
統
一
を
橡
想
す
る
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
斯
か
る
完
全
な
る
統

一
意
士
山
は
後
渡
的
な
る
経
験
に
よ
る
分
離
に
も
拘
ら
や
夫
れ
自
ら
を
保
持
し
居
る
も
の
で
る
る
と
さ
れ
る
。

然
ら
ば
理
論
的
に
斯
か
る
性
質
を
共
有
し
所
前
共
同
枇
合
目
的
な
り
と
さ
れ
る
段
付
協
同
胞
は
現
買
に
共
機
能
乃
至
運
替
を
な
す
に

あ
た
っ
て
共
本
質
と
す
る
共
同
性
を
H

以
上
競
に
迄
殻
揮
し
居
る
で
る
ら
う
か
。
又
殻
揮
し
作
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
(
私
は
此
鮪
に
多

大
の
疑
問
を
持
つ
。
)
若
し
殻
揮
し
作
る
も
の
と
す
れ
ば
如
何
な
る
型
態
の
も
の
が
故
も
良
く
之
を
護
持
し
得
る
か
。
此
慮
に
於
て
私

は
逆
に
、
夫
々
の
機
能
を
遺
憾
な
く
渡
部
す
べ
く
如
何
に
し
た
ら
共
協
同
臨
の
合
理
的
運
営
が
友
さ
れ
得
る
か
に
就
て
姑
く
考
へ
此

F. Tonnies:一山meinschaftu・Gesellschaft，1926， 7 Auf.参m!
伊藤俊夫:一生活共liiJjftl:令としての村落 C北海道民1:合卒業・第二十九盟主〉
共同Jii上f?に闘する皐者の詑〈民主は必ずしも一致して貯ない。例へばテンニース(F.
Tonnieゆとマックス・シエラ-(M. Scheler)の準設の相述、 7イアカント (A. 
Vierkandt)とマックス・シエラーの見解の相違の如くである。
務秋批:一通1:合皐(大思想エンサイクロペデイア、 if.汁ー問答、三六七瓦J
テンユースの最上合翠迎論は少〈共、次の二者を前提的に王里解すべきである。即ち
彼はilU:令現象としての相互作川を肯定Beμhung.否定VerneInlll1gの二者に分ち
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.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

同
開
問
に
答
へ
度
い
。
之
に
就
て
は
一
般
に
有
力
な
る
指
導
者
の
存
在
並
び
に
集
闇
組
織
の
合
理
化
な
る
二
方
面
が
考
へ
得
ら
れ
る
。
総

て
圏
館
内
の
指
導
者
の
行
動
は
最
も
よ
く
固
憾
の
行
動
持
物
に
反
映
す
る
事
、
従
っ
て
一
一
叫
ん
官
の
機
能
乃
五
行
動
の
結
果
は
多
く
の

場
合
共
の
此
一
舎
に
於
け
る
指
導
的
人
物
の
如
何
に
よ
っ
て
共
運
替
の
是
非
が
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
私
も
之
を
認
む
る
に
臨
路

せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
優
秀
な
る
指
導
者
は
到
底
貰
際
問
題
と
し
て
各
集
闘
毎
に
一
々
之
を
求
む
る
一
山
市
は
全
く
不
可
能
に

近
い
と
す
る
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
此
黙
に
就
て
は
稀
に
優
良
国
睦
と
し
て
世
に
搬
は
れ
た
国
躍
は
偶
々
優
秀
・
有
力
な
る

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
に
共
多
く
を
依
存
し
て
居
る
事
貰
よ
り
す
る
も
之
を
推
察
し
作
る
庭
で
る
る
。
一
方
、
金
閥
的
に
殆
ん
ど
一
枝
な

護
連
を
完
全
に
近
い
迄
と
げ
つ

L
b
る
義
務
教
育
は
何
故
に
北
機
能
を
斯
く
迄
に
充
百
し
つ

L
b
る
か
。
数
多
く
閥
内
に
存
在
す
る

農
村
小
早
校
教
師
は
恐
ら
く
優
に
寓
を
以
て
数
ふ
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
夫
等
の
人
々
の
盗
く
が
優
秀
な
る
教
師
従
っ
て
農
村
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
り
得
る
筈
が
た
い
。
事
賃
金
闘
に
斯
か
る
優
れ
た
教
師
乞
品
川
む
る
市
引
が
至
難
で
る
る
と
す
れ
ば
、
之
は
む
し
ろ
義
務
教

育
に
闘
す
る
組
織
の
充
買
に
共
殻
展
の
基
礎
が
あ
る
と
考
ふ
べ
き
で
あ
弘
。
斯
く
翻
じ
来
れ
ば
即
ち
現
討
に
有
力
な
る
リ
ー
ダ
ー
を

側
々
の
集
圏
に
求
む
る
事
が
困
難
な
る
事
情
に
あ
り
と
す
れ
ば
、
協
川
惜
の
合
理
的
建
替
を
可
能
た
ら
し
む
る
た
め
に
残
さ
れ
た
一

つ
は
後
者
即
ち
集
国
組
織
の
合
理
化
に
求
め
ざ
る
わ
包
特
な
い
。
然
ら
ば
集
同
組
織
は
如
何
に
し
て
合
理
化
し
作
る
か
。
之
に
闘
し
で

も
一
般
に
弐
の
二
者
が
考
へ
得
ら
れ
る
。
一
は
集
圏
を
護
官
す
べ
き
秩
序
・
方
法
・
楼
闘
等
の
所
前
勝
妙
い
ね
口
目
的
仰
な
ら
し
む
る

、.、.、.、.、.、.、.、.、.、.

事
、
他
は
集
国
乞
構
成
す
る
構
成
員
夫
自
身
の
協
同
性
に
求
め
得
る
。
今
前
者
に
就
て
は
姑
く
之
を
措
色
、
後
者
に
就
て
即
ち
構
成

員
の
協
同
性
に
就
て
考
へ
得
る
事
は
共
協
同
性
は
主
と
し
て
経
済
的
合
理
性
並
に
祉
合
闘
係
の
合
理
性
の
二
方
面
に
よ
っ
て
規
定
せ

ら
れ
る
事
之
で
あ
る
。
即
ち
入
が
枇
舎
に
於
て
協
同
す
る
の
は
一
般
に
株
式
合
祉
に
於
け
る
如
き
経
済
的
合
理
性
に
基
く
場
合
と
、

親
族
闘
係
或
は
同
郷
閥
係
の
引
く
枇
合
閥
係
の
合
理
性
に
蒸
く
場
合
が
其
主
な
る
契
機
で
あ
る
。
此
場
合
経
済
的
合
理
性
に
就
て
は

問
題
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
枇
舎
閥
係
の
合
理
性
と
は
然
ら
ば
何
か
。
私
見
に
よ
れ
ば
前
述
テ
ン

=
l
ス
の
共
同
枇
合
理
論
に

之
を
求
め
得
る
。
即
ち
血
縁
集
国
・
地
総
集
闇

-
M類
集
聞
に
於
て
他
の
僚
件
を
等
し
と
す
る
限
り
此
一
合
関
係
は
最
も
合
理
的
で
あ

段
村
集
闘
の
構
成
に
就
て

四
九

前者のみを批合阜の1J象と考へた事IlDちi!IJ.合現象の中、分離関係を除外しi結合関
係をとれる事及び此結合関係の成立を意志、の性質如何によって二つの型の枇令概

念を構成せる事之である。IlPち相互作用語;人間の本質意志WesenswiIIeに基く結
合関係を共同匝!:舎 Gemeinschaft、桜擦意志 Kurwille に基く場合を利盆祉合
Gesellschaf tとする二元概念をとった。くTonnies: -Gemeinschaft und Gesellsc-
haft， 1922， S. 3) 
鈴木祭太郎:ー農村に於ける請J:令調査(肩上合事業・第十八谷第十二放〉
1111 (})骨瞳-ttrr;-クか言語 o_

10) 
11) 



曲
以
村
集
闘
の
構
成
に
就
て

五
O 

り
、
此
意
味
に
於
て
之
等
は
他
よ
り
協
同
性
大
な
り
と
泊
ふ
を
得
る
。
従
っ
て
結
局
、
隣
保
問
形
成
に
よ
る
け
一
枇
合
成
隠
閣
の
構
成

臨
換
一
一
目
す
れ
ば
自
然
殻
生
的
・
共
同
枇
合
的
集
聞
に
之
を
求
め
符
る
。

、.、.、.

此
庭
に
於
て
段
村
集
闘
の
鵡
成
上
の
ム
口
調
性
は
斯
か
る
相
隣
闘
に
於
て
赴
・
も
旧
制
著
で
あ
る
と
断
じ
得
ょ
う
。

政
村
集
閣
の

A
n
m

的
喜
一
い
い
い
日
目
一
ー
い
け
い
け
は
一
i
経
済
的
合
理
性
(
議
程
結
論
普
ゆ
ほ
と
)
〆

↓

L
d
iト
一
↓
一
位
令
閥
係
の
合
理
一
位
↓
相
隣
閤
{
本
一
質
志
士
山
を
結
合
開
係
の
基
成
と
)

一

/

す

る

共

同

枇

舎

を

成

立

せ

し

む

」

然
ら
ば
農
村
協
同
憾
の
組
織
に
闘
す
る
一
問
題
と
し
て
犬
れ
の
ん
円
四
的
運
営
に
支
配
的
な
る
市
か
も
決
定
的
な
る
役
割
を
な
し
、

又
合
理
的
構
成
と
し
て
の
隣
保
闘
又
は
相
隣
闘
は
果
た
し
て
現
・
買
の
農
村
協
同
盟
に
如
何
な
る
型
態
を
と
り
如
何
な
る
程
度
に
分
布

し
居
る
か
。
弐
節
に
於
て
之
が
官
設
的
研
究
に
従
ふ
で
る
ら
う
。

三
、
相
隣
国
の
型
態
・
分
布

私
は
如
上
の
問
題
に
解
党
U

を
興
へ
る
た
め
前
後
二
回
に
わ
た
っ
て
農
村
枇
合
態
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
試
み
た
の
で

b
る
が

共
方
法
・
手
順
・
調
奈
項
目
立
パ
他
制
課
地
概
況
等
に
就
て
は
岐
に
之
を
護
去
す
る
の
機
舎
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
此
底
に
之
等
を
呼

鈍
す
る
の
煩
を
避
け
特
に
必
妥
と
認
む
る
範
同
内
に
於
て
之
を
記
述
す
る
に
止
め
る
。

先
づ
調
布
地
は
北
海
道
z
静
岡
大
単
位
車
部
附
属
第
八
農
場
お
良
野
地
区
に
し
て
一
区
・
二
区
・
コ
一
直
・
布
部
・
中
品
・
下
五
区
・
中
五
区

上
五
百
一
の
八
部
落
よ
り
な
る
小
作
出
場
で
全
地
積
一
、
一

O
O飴
町
歩
の
問
畑
混
合
絞
殺
い
を
た
す
。
共
他
各
種
の
社
合
経
済
的
保
件
も

北
海
道
農
村
と
し
て
中
山
仰
を
得
た
標
準
好
越
の
農
村
と
考
へ
作
る
Q

第
一
回
調
布
に
於
け
る
調
夜
戸
数
は
別
掲
第
一
去
に
示
す
如
く

各
部
落
毎
に
約
牛
数
の
農
家
八
コ
一
戸
を
抽
出
・
調
奈
せ
る
も
の
で
る
り
、
第
二
回
調
主
に
る
た
っ
て
は
第
二
去
に
一
不
す
如
く
会
良
家
戸

¥
P
/
 

口
二
一
二
五
戸
に
就
て
調
主
に
る
た
り
之
を
集
計
・
整
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
統
計
表
中
の
太
字
は
絶
到
敢
を
制
字
は
比
訪
中
を
示
す
。
同
ω 此場合問題とならないと U、ふことは経済的合理性を無税するといふことではなく

本稿の前提としてl1'eに断ヲた理由の下に之を論外に霞くといふ意味である。 f可か
もテンエースに依れば恕済的合理性を結合の契機とする祉令は所謂本質意志に針

し撰揮意志乃至任意志:志を結合関係の成立の基礎とする利盆f此合であり、此場合

問題としてゐる共同頑1:令とは直接の閥係を有しない。 CTonnies:-Gemeinschaft 
und Gesellschaft， 1922， 8.3) 
拙稿:ー農村生活ーの祉合率的調査、 f15一報・ f;(~ニ報(jj正合」主主従. ~5九谷・第九披)
言辛抱H についアけ前秘書H:fi.';~長則百の F ムー

13) 
14) 



~.l.部落別戸口及び人口 ぐ附調査戸薮〉

一一一-埜 洛ja 
戸口人口 一一 区 1二 E王;fti 現1¥中 烏i下五区 I'I

'
:tr:医l上五区| 言十

高怠 戸 口 33 38 27 31 9 32 27 26 
21293 5 

民 ヲ~ 戸 口 36 39 27 15 11 27 17 23 
調査戸口(第一l司〉 13 13 且7 3 20 11 6 

428.3 6 
E草案戸口;二到すz調査戸口司割合 27.8 33.3 48.1 46.6 27.2 74.1 64.7 26.1 . 

1，3151 総l 人 口 202 239 186 195 49 119 128 197 

従 業 人 口 105 119 .105 95 24 88 91 112 739 

(jji) r線戸口」とは大J奈良場地域内のiJ!J伊口(町役場調査) r農家戸口」とは大卒と賃借契約を結べる小作戸口ぐ大単位場事
務所調査〉なり。

従って「綿、戸口」中には又小作人を合めども「農家戸口」中には之を合まず。

又 r~家戸口 J が「育慮、戸口」より$落によりて多数を占むるものをみるは一見奇異の如くなるも之は次の事情に äl る。l!D ち
大与をと契約を結びたる小作人にしてt足場内にm-i主せず他地方に鞠f主せるものあるため「農家戸口」として加算せらる λ も「
線、戸口」として加算せられざるためなり。

~. 2.部落別戸口 (附調査戸口〉

戸一一一一一口一一~部~ー------ー洛ーIー一 医 l二 区 i布 調11中 島!下五区[同区|上五区

f感、 戸 口 45 43 30 22 14 33 18 30 235 
農家戸 口〈小作〉 36 39 27 15 11 27 17 23 195 
又 小 f乍 戸 口 9 4 3 7 3 6 7 40 
調歪五戸旬〈第二liil) 45 43 30 22 14 33 18 30 235 
鱒戸口1:到する調査戸口由割合 100.0 100.0 1∞.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

〈註)r総戸口」とは農場内の総戸口にして第一同調査の数字と大なる差あるもそれは第一恒l調査の際に依捺せる町役場の調査

重量主総函 Q 縫告~!d.撰い !同 1



量'At::器禁liQ号車告さはき露ド 同11

に設りありたるがためなり。

「農家戸口」とは大撃と契約せる小作戸日に ιて「又小作戸口」とは小作人より更に11、作地を縛倍するものなり。
第二回調査にありでは全戸口にわたり調査せり。

家〉い料~Q建資.l.j'再〈福命翠暖 Q~口問記己主い\~"¥ o~''R ~必副担吋J ド Q会金品部~Q 1 ~誕心J い誕笠射
や皐提言l;!毛色主主{媛 G ヨ3:.[吹雪罷時以l己;:)刊廷判早~~聖域亙ωF 淀川l;!:::;g~ω!:S.óJ"'"'"'t-Q車徒豆 Q~~三思将射にZ34ヤ

， ， ， ~ 
謡以号令ベJ~ t'Q :E~長著者亘氏J :W:Z王寺てj 寸ベJ...)~。会4哩l;!~震巡回士三\~入川 {κQ 主張害訴~~.óJ"'"'"'t-Ql;! ι-6=ド世伺

いt-Qdie Gemeinschaft des Ortes Q 1 ;羽田わぬ.r::;;..，'$鵠総監...lJ士i!E1+宍~~附~1 陶器l;!告さとt-Q味E~~ベJ...) ド

Q~:雲Q 球!El;!.l-6早 \--i 1引当 4割以~lif程 die Gemeillschaft des Geistes Q 1 ~~ベJ.f当初へとる~:Qやぬt-Q 0 ~(記者1123正時

ω謹泡-i::!.""Q~剣言特己主いき1結111~' ~~l;!翠J い士三結盟~~;Gt-Q。

3.3.部落の出身地別構成 (同郷集厨〉

¥HI身¥¥地九 1部---落~i- 区!羽i 部|中 島l下五区)中五軍|上五区i
育ー 森 2 2 。 O O 

4.44 4.65 3.33 O O O 3.33 

秋 同 2 。 O 。 3 
4.44 O 3.33 O 7.14 O 10.00 

主ヰー 手 ‘h 
。 。 。 。

2.22 O 4.54 O O O 

むEと>; 被‘
2 。 ol 

。 。 6 
4.44 O 01 4.54 O 3.03 O 2.515 1 

rlJ ?診
2 O 。 4 

2.22 4.65 O O 11.1 13.34 4.6司

f品 烏 3 5 。 。 。 。
38g 9 6.66 11.63 4.54 O O O 

新 m 4 。 4 O 12 
8.89 2.32 O 28.58 3.03 O 5.10 
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むた担者 !!![Q 健全~!2袋ド i-F.g: 

111 口
。 。 。 d 。
O O O O 3.33 

肺i 附
。 O 6 3 。
O O 27.29 O 3.33 

ブー 分 O O 。 。 3 
O O O 。 O O 10.00 

Û~ 木 O 。 。 3 O 。
O O O 13.63 3.03 O O 

45 43 3D 22 33 18 30 
1002.ω 35 1α).00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 

~.4.部落の宗祇別構成 C檀家集図〉
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先
づ
第
三
去
に
就
て
部
落
の
出
身
地
別
構
成
乞
見
る
に
、
本
農
場
農
家
の
出
身
地
は
二
十
七
府
鯨
よ
り
構
成
さ
れ
、
官
山
腕
向
身

の
者
が
他
府
野
を
抜
い
て
最
も
多
数
を
占
め
て
居
り
、
，
次
に
幅
井
牒
で
あ
る
。
部
落
の
ん
一
不
波
別
構
成
は
第
四
去
に
一
不
す
如
く
六
山
示
祇

一
町
外
寺
院
を
以
て
構
成
さ
れ
、
真
宗
大
谷
振
に
属
す
る
者
が
大
多
数
を
占
め
て
居
る
。
即
ち
部
落
な
る
一
地
域
枇
合
内
に
存
し
、

夫
れ
を
構
成
す
る
部
分
的
共
同
枇
舎
と
し
て
の
同
郷
集
岡
及
び
一
間
家
集
開
花
っ
て
相
隣
聞
は
甚
だ
し
く
複
雑
に
而
か
も
多
岐
に
沙
っ

て
共
・
巾
に
並
存
し
居
る
駅
態
に
あ
る
。

抜
て
、
一
般
に
或
特
定
の
結
合
加
帯
を
共
通
に
十
付
す
る
構
成
員
よ
り
た
る
集
圏
が
特
定
地
域
内
に
支
配
的
地
位
を
山
む
る
場
合
若

し
く
は
会
構
成
員
が
同
一
結
合
純
帯
の
集
固
で
あ
る
場
合
は
然
ら
ざ
る
場
合
よ
り
共
地
域
一
世
合
の
協
同
性
は
大
な
り
と
前
ひ
作
る
。

反
封
応
斯
か
る
集
圏
が
同
一
程
度
の
勢
力
を
有
し
相
釘
立
す
る
場
合
若
し
く
は
雑
多
の
集
聞
を
以
て
構
成
せ
ら
れ
て
居
る
場
人
け
は
之

等
が
早
一
的
で
あ
る
場
合
よ
り
協
同
性
が
著
し
く
稀
少
で
あ
る
と
謂
ふ
を
作
る
で
あ
ら
ふ
。
従
っ
て
此
場
合
各
部
落
を
構
成
す
る
同

郷
集
国
並
び
に
情
家
集
閣
が
共
部
落
に
於
て
支
配
的
勢
力
を
山
付
す
る
か
、
又
は
相
封
式
的
闘
係
に
存
す
る
か
に
よ
っ
て
共
部
落
の
協

、.、.、，、.、.、.、旭町

同
性
の
程
度
を
或
程
度
迄
は
測
定
じ
作
る
。
此
の
見
地
か
ら
漠
然
た
る
前
二
去
を
簡
単
に
一
去
に
ま
と
め
、
部
落
の
共
同
社
合
的
構
成

。
枇
況
を
第
五
去
に
よ
っ
て
示
す
。
即
ち
第
五
去
最
下
段
に
示
す
如
く
各
部
落
の
協
同
性
の
純
度
、
従
っ
て
枇
合
閥
係
の
合
理
性
の

粍
度
を
多
少
粗
で
あ
る
が
類
型
化
し
作
ょ
う
。
此
場
合
、

A
型
を
最
も
協
向
性
高
き
集
固
と
し
、

B
型
を
中
伎
に
、

C
型
を
最
低
の

も
の
と
す
る
。
即
忠
二
直
及
び
コ
一
区
の
二
部
落

(
A
型
)
が
最
も
枇
合
闘
係
に
於
て
合
理
性
b
り
と
認
む
る
を
得
、
布
部
・
中
島
及

び
下
五
百
の
三
部
落

(
B
型
)
之
に
弐
ぎ
、
一
直
・
中
五
直
及
び
上
五
直
の
一
一
一
部
落

(
C
型
)
は
少
く
共
如
上
の
見
地
よ
り
し
て
は

協
同
性
と
い
ふ
意
味
に
於
て
最
も
低
位
に
位
地
す
る
と
断
じ
件
ょ
う
。

民
村
集
閣
の
構
成
に
就
て

:ft: 
Ofi 
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叫
問
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峰
山
川
史
ペ
淳
司
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審
議

δ
今
問
問
浮
め
F
H
W
時

F
S
ι
げ
亡
雪
山
片
切
…
陸
。
仙
沼
町
-G'
パ
ホ
3
玲
」
吋
山
町
部
斗
o

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、

如
斯
、
各
部
落
内
に
於
け
る
相
隣
闘
は
組
め
て
複
雑
た
る
型
態
を
と
り
、
頗
る
雑
然
と
し
て
多
岐
に
沙
り
分
布
し
て
居
る
事
討
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、

知
る
。
従
っ
て
如
上
各
部
孫
は
北
ハ
此
一
合
閥
係
の
ん
け
四
位
の
程
度
に
於
て
従
っ
て
共
協
同
性
の
度
合
に
於
て
著
し
き
差
異
の
存
布
を
認

、.、.、.、.、.、.

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
点
目
は
一
つ
の
此
合
的
事
買
と
し
て
は
厳
然
た
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
然
ら
ば
一
つ
の
肱
川
部
耐
と
し
て
の
民

村
政
策
に
封
し
て
何
を
暗
示
す
る
か
。
期
か
る
古
利
的
立
場
に
敢
え
て
立
た
や
と
も
、
之
が
結
論
を
導
く
が
た
め
に
は
如
上
の
前
提
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を
更
に
兵
問
的
な
る
調
脊
一
資
料
の
分
析
に
於
て
考
設
す
る
の
必
要
が
あ
ら
う
。

依
っ
て
ぷ
は
次
に
些
一
か
調
主
集
計
せ
る
統
計
に
よ
っ
て
之
が
考
詮
に
従
ふ
で
あ
ら
う
。

四

.

統

計

的

考

謹

以
下
の
諸
統
計
は
組
て
一
陸
部
落
別
に
集
計
せ
る
も
の
で
る
る
が
、
前
節
に
て
協
同
性
の
程
度
に
よ
り
A
型・
B
型
-
C
型
の
一
一
一
つ

の
集
圏
に
類
型
化
せ
る
も
の
に
封
比
を
使
な
ら
し
む
る
た
め
同
様
の
方
式
に
従
っ
て
之
を
一
史
に
分
類
・
整
却
し
て
表
中
円
以
下
段
に
附

記
し
た
。
即
ち
二
回
及
び
ご
一
院
を
A
型
、
布
部
・
中
品
及
び
下
五
匝
を
B
型
に
一
匹
・
中
五
区
及
び
上
五
日
畑
一
を
C
型
と
し
て
之
を
集

計
し
た
も
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
之
等
類
型
集
閤
相
互
を
共
に
掲
ぐ
る
如
く
主
と
し
て
共
協
同
生
前
閥
係
乃
五
開
館
生
活
闘
係
を
過

し
て
割
以
し
前
節
の
所
論
に
到
す
る
考
諮
の
手
段
と
す
る
。
即
ち
、

一
、
政
治
闘
係
の
国
胞
に
闘
す
る
も
の

二
、
庄
業
乃
至
農
業
上
の
同
胞
に
闘
す
る
も
の

三
、
枇
命
日
教
化
及
ぴ
枇
命
日
施
設
闘
係
の
閤
惜
に
闘
す
る
も
の

問
、
部
落
の
協
同
生
活
閥
係
に
闘
す
る
も
の

× 

× 

× 

先
づ
第
一
に
政
治
闘
係
の
同
舶
に
就
て
は
共
に
示
す
第
六
去
・
第
七
去
の
如
き
結
果
を
初
日
る
。

的
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~. 7.部落別類型集国別・政治国惜ニ割スル闘心tIJ¥:YJG
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100.0 

，，.:~ 
R¥  

6 
20.0 

7 
23.4 

30 
100.0 

4 

ぷ匡一主竺|一区|二区|三区|布部!中島i下五区I11'五区|上五区1計 IA型 IB型Ic型
必要となすもの
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(註〉 政治図鐙とは中央に於ける政喜葉、帝閣議合、地方議合君主は農村内部の政治結社等を意味する。
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~. 8.部落別類型集国別・産業組合ニ釘スルI銅心;I{)，況
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必~とみなすもの
3 12 7 3 
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101 13 7 3 20 11 6 8こ ?~， 27 
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~. 9.部落別類型m圏別・農業倉)1Hに封するi銅心;I{)，況
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。 2 

批列l的なもの 10.0 O 43.9 33.3 O 9.1 O O 7.e 

金苦闘心のもの 4 。 。 。 。! O 3 7 。 。l 7 
40.0 O O O O O O 50.0 8.5 O 。! 26.0 
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1003.o01i1002.0 
7 

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

~~城箆 Q 健全i!.! 寝\--' fi:i~ 



認1Z草署~~量産告さiL穏ド 1(0 

~.1O.部落別類型集閤別・民舎に釘する闘心度合
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必要とみなすもの

。|
12 13 。1 31 13 151 3 
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無関心のもの
。 2 8 6 

7.7 O 5.0 33.3 9.6 22.2 

言f 13 3 20 6 
1008.0 3 

27 
100.0 100.0 100.0 
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一~、~ー~ 部1ー戸1-1& I二区|三区l布部l巾烏!下五区I'p五医(上五区l計 IA型IB型 'c型関心、皮

746.7 2 902.α 271 1 742.( C 必要となすもの 11; 15 
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3.12.部落別類型集闇別・宗教閤臨共他教化園出に到する儲j心jj]i:況

ー一 部落|区|一区!一区関心、皮~------千三~一 一 二
布部|中島|下五区!中五匹|上五匿| 計 IA 現~ J B 型 Jc型!

修まさ上風致上民主il!:上

イ
4 

20.401 ; 必要とみとむるもの 30.8 38.51 16.71 22.2 

現 jr~ に 1J- し O 3 11 31 0 
批!}-1J(¥甘なもの O 7.6 O 15.0 i G 無闘心のもの 9 6 9 6 13 151 221 25 

80.0 69.2 85.7 57.71 73.31 .77.8 

10 13 13 7 261 30: 27 
100.0 1∞ol 100.0 100.01oo.C 

計 IA型 IB 型 Ic型
/1:1 席 i C(¥gl 7dgl 円ウき| m ヌi ~iJ 121 

44. 

クt 席 70号| <;ngl 。l 15 
55. 

長tli;~霊 Q 草生 fgL14震い 4く1



五:k(~草壁毘 Q 絵空室11.縫い 4く11

l川 131 131 71 31 釧 111 61 悶割引 24
1~1~ 1~1~ 1~ 1~ 1~ 1~ 1~1~ 1mα100.(1 

ぽD 但し「出席」とは常に向席する者及び時折出席する者を合み「欠席」とは会〈出席せざる者及稀に出席する者を合む

村上lms::計画・哩判部貯 Q認争訴え三主剖鈴Q~!'Q~謹制定~詔ド!'Q翠令長誤射涼+g:~~~是也'者三性Q羽〈芝令

楠宝544 主主 J蔀-u程ぷ;J!'Q~司副ばおい-\J話誤記詔...Ju 軒土l+主ド ~111語~~事i墨色 Q iíq!<tj凄i 上i本gj必!'Q土i 詔--JÇ)高記~

Oド笠岡詰;44q号。卒者奇ト輯Q作品剤、、/N伶球主定評判記事慰誌やぬ!'Q;許制j時+--0さ言霊是正当終十同県Qm足止言葉藍

~詣+--!'Q歪会長民主，2.-，4)塁間~~ii~い出向。!民主41起~cr迫持:lh~塑Ql~-u...Jい Q 器削領土4詔J ド-，4)~~必ミr~ .kd

i尽か。

~.14. 部落別類型集圏別・青年合、庭女合に劃する関心Jlk況

一関一心一、一皮一下部---一一務ーI耐四 一一 市陣 三区|布部 1212島下五区i中五区 上五区| 計 IA型 IB型 10 型|
修養上又は共同心養 13 6 4 3i 19 7 2 54i 19 26 

33.9 G 成上必要とするもの 100.0 46.2 57.1 100.0 95.0 63.6 33.3 65.1 73.1 86.7 

現般に針して 。 1 3 O 2 。14i 7 4 3 
批列j的なるもの 10.0 O 53.8 42.9 O 5.0 18.2 O 16.9 26.9 13.3 11.1 

無関心のもの 9 。 O 。。。 2 4 15 。
1αa30o O015αEl21K引，~ 90.0 O O O O O 18.2 66.7 18.0 O 

計
10 13 13 7 

1Co2-0o1 l 
11 6 

1008.3 0 
26 

100.0 100.01 100.0 100.0 100.0 1∞.01 100.0 

~.15. 部落別類型集圏別・青年訓練所に釘する闘心朕況
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第
四
に
部
落
夫
自
身
内
部
の
協
同
閥
係
に
就
て
如
何
な
る
結
果
が
件
ら
れ
た
か
。
先
づ
第
十
七
去
に
よ
れ
ば
、
部
落
内
に
於
け
る

諸
行
事
例
へ
ば
部
落
の
祭
典
の
如
き
部
落
全
員
一
胞
と
な
っ
て
、
之
を
共
同
的
に
行
ふ
べ
き
年
中
行
事
等
に
封
す
る
闘
係
は
北
の
如

く
で
あ
る
。
即
ち
ム
型
に
於
て
部
落
共
同
心
の
上
必
要
と
認
む
る
者
三
割
問
分
に
お
し
B
型
は
七
割
、

C
型
は
五
割
五
分
を
示
し
て

居
る
。
此
結
果
は
他
の
諸
統
計
の
傾
向
と
は
相
反
し
た
も
の
で
、
一
見
奇
で
は
る
る
が
閥
心
欣
況
を
見
れ
ば
A
型
に
於
て
無
閥
心
な

る
者
皆
無
に
封
し
C
型
に
於
て
之
が
問
割
の
高
率
を
一
不
す
朕
況
よ
り
し
て
C
型
集
闘
に
聞
局
す
る
者
が
如
何
に
部
落
共
同
心
に
到
し
て

理
解
す
る
者
が
多
く
と
も
之
に
反
し
、
無
関
心
の
者
も
夫
れ
と
略
々
川
じ
程
度
に
存
す
る
市
引
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
吏
に
之
を
第
十

八
表
に
よ
り
部
落
内
に
於
け
る
諸
合
合
の
出
欠
欣
況
を
み
る
に
A
型
に
於
て
出
席
率
良
く
C
型
に
於
て
惑
い
欣
態
を
示
し
て
居
る
。

農
村
集
困
の
構
成
に
就
て

_L  
ノ、
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~.17. 部落別類型集国別・部落内に於ける諸行事に事jする閥心えた況

一閥一心一、~度一~一部一一~一落一一区 二区|三区|布部|中島 i下五区中五区(上五区| 言十 IA型 lB 型 I-c 型
娘祭・慰安として o 6 10 。。 3 。242.C C 16 3! 
必要とみとむるもの O 46.2 76.9 O O 15.0 9.1 O 61.5 10.0 3.7 

部落共同心のため 4 T 2 5 3 13 10 544.5 2 
9 21 15 

必要とみとむるもの 40.0 53.8 15.4 71.4 1∞.0 65.0 90.9 16.7 34.6 70.0 55.6 

現 JL~ にi1J- し O 。 2 O 3 。 O O 6 5 。
批卵tlfl切のもの O O 7.7 お.6 O 15.0 O 7.S 3.9 16.7 C 

無関心のもの 6 。。。。 。 5 12 。 11 
60.0 O O O O 5.0 O 83.3 14.5 O 3.3 40.7 

計
10 13 13 7 3 20 11 6 83 26 30 27 
100.0 100.0 100.0 1∞.0 1∞.0 100.0 100.0 000.0， 100む 1∞.0 1∞1.0 100.0 

(言主J 諸行事とは部落としての年中行事の如きもので、部落良一鐙となって之を行ふもののみを指稽す。例へば部落の祭典
の如lきものなり。

~.18. 部落別類型集国別・部落内に於ける諸合合の出欠校況

よx-1竺一区|二区|三区!布部 l中島|下五吋五区間判官rIA型 IB 型 c 潤
8812412091766.3C  202518  

席co.ol 61.51 92.31 57.11 33.31 100.01 81.81 16.71 76.01 76.91 83.31 66.7 

25132025206533.g  3 
席目。 38157249662oqm 1a283324JDE11U 

101 131 131 71 31 201 111 61 831 261 30 
計 1∞.01 100.01 ∞.0100.0100.010100.0100.0100.C100.0100.01002.c 7| 

(註J 但し「出席」とは常に間席する者及び時折出席する者を合み、「欠席」とは会〈間席せざる者及び稀に出席する者を合む。
言者合合とは部落内に於て部落会員の協力の下に議行すべき事業又は施設のために部落良が合合して相談、詮議するための
合合を謂ふ。
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扱
て
、
如
上
諸
統
計
の
示
す
底
を
此
底
に
要
約
す
れ
ば
共
の
如
く
で
る
る
。
即
ち
農
村
に
於
け
る
協
同
生
前
倒
係
乃
至
園
出
生
活

閥
係
は
大
槌
に
於
て
人
型
集
闘
に
於
て
誌
も
合
理
的
で
あ
り
、
従
っ
て
協
同
性
大
で
る
る
に
到
し
、

C
型
集
閣
は
此
反
釘
の
傾
向
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

存
す
る
事
之
で
あ
る
。
即
ち
枇
合
開
係
の
合
理
性
班
、
き
も
の
は
然
ら
ざ
る
も
の
に
比
し
て
協
川
性
大
な
り
と
前
ひ
作
ょ
う
。

五
.
要

約
・
結

論

以
上
、
農
村
に
於
け
る
集
国
関
係
主
と
し
て
共
構
成
に
就
て
模
説
・
考
設
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
此
駐
に
之
学
を
姿
約
し
紡
論
に

導
き
度
い
。

先
づ
私
は
論
議
の
根
祇
と
し
て
今
日
の
長
村
問
題
を
組
問
的
に
把
掘
す
べ
き
所
以
及
び
問
題
点
人
自
身
も
一
つ
の
集
国
主
象
乃
王
此

合
事
象
と
し
て
理
解
す
べ
き
見
解
を
示
し
、
従
っ
て
之
が
百
態
把
振
の
た
め
に
は
此
合
串
的
立
場
の
必
裂
な
る
所
以
を
明
か
に
し
、

共
一
分
野
と
し
て
集
国
組
織
主
と
し
て
共
構
成
上
の
二
、
一
二
の
問
題
を
検
討
す
べ
く
意
闘
し
た
の
で
あ
る
。

斯
く
て
訟
は
今
日
良
村
政
策
上
の
一
主
流
を
形
成
す
る
協
同
化
乃
主
間
関
的
統
制
の
結
果
と
し
て
現
は
れ
た
民
村
協
同
闘
係
或
は

集
園
生
活
樹
係
の
此
合
皐
的
本
貨
を
テ
ン

=
1
ス
の
共
同
枇
合
理
論
に
求
む
る
引
に
出
費
し
、
此
川
内
論
が
現
討
の
農
村
協
同
陸
に
到

し
て
如
何
な
る
闘
係
に
在
る
か
に
就
て
考
へ
る
。
換
言
す
れ
ば
此
理
論
的
に
考
へ
ら
れ
た
協
川
竹
が
現
官
の
長
村
協
同
位
の
蓮
停
に

あ
た
う
て
如
何
に
反
映
さ
れ
て
居
る
か
、
よ
り
正
し
く
は
夫
れ
が
護
揮
し
作
る
も
の
で
あ
る
か
、
活
し
殻
却
し
作
る
と
せ
ば
如
何
な

る
型
態
の
も
の
が
最
も
良
く
之
を
護
揮
し
作
る
や
に
就
て
検
討
す
る
。

之
が
た
め
私
は
逆
に
集
困
の
合
理
的
運
皆
は
如
何
に
し
て
達
し
作
る
か
に
就
て
考
へ
、
之
を
枇
合
閥
係
の
合
理
性
と
い
ふ
貼
か
ら

所
前
相
隣
聞
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
私
は
農
村
に
於
け
る
集
闘
闘
係
り
合
理
的
構
成
要
素
た
る
此
相
隣
倒
確
認
の
一
方
誌

と
し
て
テ
ン
ュ

1
ス
の
《
出
品
。
司
自
己

5
岳
民
酔
ゐ

a
。
ュ
g
と
し
て
の
同
郷
集
闘
を
又
、
色
白
の
巾
H
H
H

色白羽市}岡田内
T
4
2
C市町田門巾由

と
し
て

農
村
集
閣
の
構
成
に
就
て

、.し
ノ
司
中



農
村
集
附
の
構
成
に
就
て

品、
a

、

一
ノ
〕
ノ

の
的
家
集
闘
の
分
布
を
剖
布
集
計
に
よ
り
鷲
見
し
、
部
落
の
共
同
枇
命
日
的
構
成
の
欣
況
を
検
出
し
、
之
に
部
落
の
協
同
性
の
程
度
を

測
定
す
る
指
標
を
求
め
た
。
更
に
之
が
考
設
の
方
法
と
し
て
部
落
に
於
け
る
協
同
生
活
附
係
を
過
し
て
各
種
共
同
此
一
合
構
成
の
類
型

集
闘
を
比
較
的
照
し
た
。

如
上
の
意
同
並
び
に
方
法
の
結
果
は
岐
に
断
片
的
に
叙
述
せ
る
如
く
大
要
次
の
如
く
要
約
し
作
る
。
即
ち

一
、
部
落
内
の
相
隣
聞
は
組
め
て
複
雑
な
る
型
態
を
と
り
、
頗
る
雑
然
と
多
岐
に
渉
り
分
布
し
居
る
事
。

二
、
従
っ
て
枇
合
闘
係
の
合
理
性
は
夫
々
の
部
落
に
よ
り
桜
め
て
共
和
何
度
に
於
て
即
日
に
於
て
差
異
の
存
す
る
と
と
。

コ
一
、
此
一
れ
か
ら
夫
々
の
部
落
に
於
け
る
協
川
刊
は
北
ハ
度
合
に
於
て
具
だ
し
く
凶
共
同
の
存
ず
る
事
。

問
、
結
局
、
経
済
的
合
理
れ
を
結
合
閥
係
の
契
機
と
す
る
利
益
集
閣
を
除
外
す
れ
ば
、
此
命
日
闘
係
に
於
て
故
も
ん
日
明
性
あ
る
部
落

税
協
同
性
の
大
な
る
一
品

之
で
あ
る
。

一
般
に
故
も
北
ハ
川
此
合
的
な
り
と
考
へ
ら
れ
た
部
落
に
於
で
さ
え
如
上
斯
か
る
構
成
紙
態
に
あ
る
と
す
れ
ば
夫
等
の
敢
部
落
を
以

て
一
町
村
乞
構
成
す
る
町
村
山
単
位
の
諸
政
村
集
聞
に
於
け
る
構
成
は
此
ム
河
川
闘
係
の
合
現
性
に
於
て
よ
り
兆
一
だ
し
く
劣
惑
な
構
成
を
一
不

す
で
あ
ら
う
事
は
推
H
M
に
難
く
な
い
。

此
一
哉
は
民
村
に
於
け
る
諸
協
川
集
同
の
運
佳
乃
五
機
能
に
於
て
如
貨
に
現
は
れ
て
居
る
市
す
か

ら
一
肱
首
肯
し
て
仰
げ
よ
う
。
兆
九
に
非
は
一
臨
問
題
外
と
し
て
も
以
上
一
安
約
せ
る
事
買
は
枯
局
我
々
に
次
の
結
論
を
暗
示
す
る
。
即
ち

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

民
村
集
困
乃
互
協
川
生
活
附
係
の
協
川
性
を
支
配
的
に
規
定
す
る
も
の
は
北
パ
集
国
構
成
員
の
経
済
的
合
川
町
一
性
の
如
何
と
共
に
此
合
闘

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

係
の
ム
口
月
一
性
に
存
す
る
と
い
ふ
事
之
で
あ
る
。
従
っ
て
山
政
村
政
策
上
、
農
村
協
川
聞
の
遺
骨
乃
五
機
能
を
合
目
的
的
に
期
待
せ
ん
と

す
る
な
ら
ば
此
此
合
闘
係
の
合
理
性
乞
故
も
よ
く
殻
却
し
件
る
如
く
共
構
成
の
再
編
成
を
要
求
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

へ
十
、
十
一
、
役
業
終
決
附
学
教
笠
に
て
〉

フ巳


